
 

 

 

 

 

 

 

年が明け、新型コロナウイルス感染症拡大が再び深刻化してい 

ますが、現在ほど緊迫した状態でなかった令和２年１１月１１日 

（水）に地域協働合校全体研修会を実施いたしました。20 年以上 

続く「地域協働合校」ですが、時代の変化に伴い、学校や地域の 

在り方にも変化が生じてきている現状にどのように対応していく 

のか等について、滋賀県生涯学習課職員から国や県の考える方向 

性を御説明いただきました。      ◇◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆◇ 

８子ども主導の活動に

大人も巻き込む 

７子ども主導の活動 

６大人主導で意思決定

に子どもも参画 
５大人主導で子どもの

意見提供ある参画 
４与えられた役割の内容

を認識した上での参画 

3 形式的参画 

2 お飾り参画 

1 操り参画 

◇◇◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆ 

今年度は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、地 

域協働合校の取組を中止せざるを得ない状況が続いていま

す。地域の一大イベントである、ふれあいまつり等も例外ではなく、各地域の状況により地域住

民の健康（心と身体）を守るための中止が相次ぎましたが、規模の縮小、場所の変更をはじめ様々

な感染予防対策をとり、開催された地域もありました。それぞれの対策を、一部ですが御紹介い

たします。 

 

 

 

 

 

 

【 飛沫防止パネル】   【一方通行】   【来場者身元確認】 
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その他の対応 

・マスク着用 

・手指消毒 

・検温（済みの人に

シールを配布） 

ロジャー・ハート 著「子どもの参画」 

２０００年 萌文社「参画のはしご」より 

子どもたちの活動が、形式的な参画では参加して

いるとは言えない。取組の主導権を握り、自ら行動

できることが、真の参画の段階。 

未来を担う子どもたちの活動が、真の参画となる

ような事業を推進していきたいと思います。 




